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2022 年 4 月 あらかじめ征服
せいふく

 

 

1 課 あらかじめ征服
せいふく

したキリスト 

 

フォーラムの内容
ないよう

 ：「十字架
じゅうじか

による征服
せいふく

」について深
ふか

いフォーラムをしましょう。 

 

ヨハネ 19:30 

イエスは、酸
す

いぶどう酒
しゅ

を受
う

けられると、「完了
かんりょう

した」と言
い

われた。そして、頭
あたま

を

たれて、霊
れい

をお渡
わた

しになった。 

 

イエス様
さま

が十字架
じゅうじか

の上
うえ

で最後
さ い ご

に言
い

われたことばです。 

「完了
かんりょう

した」すべて終
お

わらせた。過去
か こ

、現在
げんざい

、未来
み ら い

、私
わたし

たちの罪
つみ

、神様
かみさま

から離
はな

れ

た問題
もんだい

、サタンの問題
もんだい

などすべての問題
もんだい

を終
お

わらせたということです 

 

信仰
しんこう

生活
せいかつ

は、ここから始
はじ

まります。あらかじめ征服
せいふく

するのも、これを信
しん

じる信仰
しんこう

から始
はじ

まります。 

イエス様
さま

がすべてを完了
かんりょう

したので、ここから征服
せいふく

の人生
じんせい

を歩
あゆ

むことができます。 

イエス様
さま

が征服
せいふく

された方法
ほうほう

が、十字架
じゅうじか

でした。 

あらかじめ征服
せいふく

のことばが書
か

かれている聖句
せ い く

を見
み

ましょう。 

 

ピリピ 2:6-11 

キリストは神
かみ

の御姿
みすがた

である方
かた

なのに、神のあり方
かた

を捨
す

てられないとは考
かんが

えず、 

ご自分
じ ぶ ん

を無
む

にして、仕
つか

える者
もの

の 姿
すがた

をとり、人間
にんげん

と同
おな

じようになられました。人
ひと

としての性質
せいしつ

をもって現
あら

われ、 

自分
じ ぶ ん

を卑
いや

しくし、死
し

にまで 従
したが

い、実
じつ

に十字架
じゅうじか

の死
し

にまでも 従
したが

われました。 

それゆえ神
かみ

は、この方
かた

を高
たか

く上
あ

げて、すべての名
な

にまさる名
な

をお与
あた

えになりました。 

それは、イエスの御名
み な

によって、天
てん

にあるもの、地
ち

にあるもの、地
ち

の下
した

にあるもののすべてが、ひざをかがめ、 

すべての口
くち

が、「イエス・キリストは主
しゅ

である」と告白
こくはく

して、父
ちち

なる神
かみ

がほめたたえられるためです。 

 

「天
てん

にあるもの、地
ち

にあるもの、地
ち

の下
した

にあるもののすべてが、ひざをかがめ、」これが征服
せいふく

です。 

その方法
ほうほう

は、「十字架
じゅうじか

です」 

 

 

 

 

 

 

 

 



武力
ぶりょく

によってこの世
よ

を征服
せいふく

しようとした、12世紀
せ い き

、13世紀
せ い き

に約
やく

200年間
ねんかん

続
つづ

いた、 十
じゅう

字軍
じ ぐ ん

の戦争
せんそう

があります。 

私
わたし

たちがこの世
よ

を征服
せいふく

するのは、そのような武力
ぶりょく

によるものではありません。 

「自分
じ ぶ ん

を無
む

にして」（なんの 力
ちから

もなく）神様
かみさま

に従
したが

って十字架
じゅうじか

を負
お

った、「無力
むりょく

で征服
せいふく

した」十字架
じゅうじか

の道
みち

が神様
かみさま

の力
ちから

であり、 私
わたし

たちの 力
ちから

です。これがHeavenly
ヘ ブ ン リ ィ

 power
パ ワ ー

です。 

 

I コリント 1:18 

十字架
じゅうじか

のことばは、滅
ほろ

びに至
いた

る人々
ひとびと

には愚
おろ

かであっても、救
すく

いを受
う

ける私
わたし

たちには、神
かみ

の力
ちから

です。 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

にすべて 従
したが

い、十字架
じゅうじか

を通
とお

してすべてを完了
かんりょう

されたキリ

スト、このキリストがすべての権威
け ん い

を持
も

って 私
わたし

とともにおられます。

そのイエス様
さま

の歩
あゆ

みが、 私
わたし

の歩
あゆ

みになるのです。 


